
 

 

第４８回定期総会 
 

 

 

 

日時：２０２６年５月１３日（水） 

１４：００～１５：００ 

 

     場所：林友ビル６F中会議室 

     

 

 

日本林政ジャーナリストの会 

（Japan Forest Journalist Association） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

総会次第 

 

１． 開会 

２． 会長挨拶 

３． 議長選出 

４． 議事 

 第１号議案 ２０２５年度活動報告及び収支決算 

 第２号議案 ２０２６年度活動計画及び収支予算 

 第３号議案 役員改選 

 第４号議案 その他 

５． 閉会 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１号議案 ２０２５年度活動報告及び収支決算 

 

１． 第４７回定期総会 

 第４７回定期総会は、２０２５年４月１１日（金）１４：００～１５：００に文京区

後楽の林友ビル６中会議室において開催された。２０２４年度の活動報告

及び収支決算、２０２５年度の活動計画及び収支予算は原案通り可決さ

れた。滑志田隆会長、鈴木敦子副会長、米倉久邦監事、上河潔事務局

長及びその他１０人の幹事は引き続きその職務を行うこととなった。 

 

２． 幹事会 

 ２０２５年５月７日（水）、７月２３日（水）、１０月８日（水）、１１月１７日（月） 

２０２６年２月１８日（水）、４月１５日（水）の計６回、対面方式で開催した。 

 

３． 定例研究会 

① ２０２５年４月１１日（金）「森林業について」 

   講師：東北農林専門職大学学科長 柴田晋吾氏 

② ２０２５年５月２１日（水）「里山広葉樹の利活用」 

講師：林野庁森林整備部長 長崎屋圭太氏 



 

③ ２０２５年６月１０日（火）「令和６年度森林・林業白書」 

講師：林野庁林政部企画課課長補佐 市川隆史氏 

④ ２０２５年１０月６日（月）「森林生態学を踏まえた広葉樹施業」 

講師：造林技術研究所代表 横井秀一氏 

⑤ ２０２６年１月２８日（水）「なぜ日本の私たちが海外の森林問題に   

取り組まなければならないのか」 

講師：IGES主任研究員 山ノ下麻木乃氏 

 

4.   共同取材 

①２０２５年６月２５日（水）～２７日（金）「広葉樹林業の新時代」 

視察箇所：北海道下川町役場、下川町有林（循環型森林経営）、 

     下川たてじま林産（株）、北海道大学雨竜研究林、 

     三津橋産業（株）製材工場、旭川林産協同組合木材市場、 

     旭川デザインセンター、（株）カンディハウス 

②２０２５年９月１８日（木）～１９日（金） 

「里山広葉樹林の再生と大阪・関西万博の木材利用」 

視察箇所：神戸市役所、小河山林（自然共生サイト）、 

大阪木材会館、万博会場（大屋根リング、ウズベキスタ 



 

ン館、イタリア館） 

 

5.   会報の発行 

  「林政ジャーナル」No.6８、No.6９及び No.70を発行した。 

 

６． 会員の動向 

２０２５年度末の会員数：個人会員４７名  （２０２４年度末５３名） 

           団体会員１７団体 （２０２４年度末１７団体） 

 

７． ホームページの運用 

公式サイト（/www.jｆja.net/）を運用した。 

 

８．   「林政ジャーナル」のデジタル化 

  「林政ジャーナル」Ｎｏ．６８、Ｎｏ．６９及び No.70をデジタル化して 

公式サイト上に掲載するとともに、そのＰＤＦを関係者に配布した。 

 

９． 日本林政ジャーナリストの会会長賞の授与 

令和７年度国有林野事業業務研究会において、米倉久邦監事及



 

び鈴木敦子副会長が審査委員会委員として審査に加わり、下記

の研究発表に日本林政ジャーナリストの会会長賞が授与された。 

 

記 

 

日本林政ジャーナリストの会会長賞 

＜ふれあい・地域連携部門＞ 

「学校林活動のよる児童の森林に対する意識変容についてーアンケート

調査を活用した取組の改善」 

関東森林管理局山梨森林管理事務所： 平田和嗣、遠近深空 

＜森林技術部門＞ 

「鹿児島県南薩地域における国産広葉樹の活用」 

九州森林管理局鹿児島森林管理署： 嶋徹矢、一川彩華、宮本和久  

 

 

１０． 収支決算及び監査報告 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

第２号議案 ２０２６年度活動計画及び収支予算 

日本の森林・林業は、材価の低迷や林業労働者の減少・高齢化など

構造的な問題を抱えて非常に苦しい状況にある。しかし、近年、これま

での木材生産中心で、しかも針葉樹の住宅建材を中心とした林業の概

念を打ち破るような様々な動きが出てきている。広葉樹を見直す動きや、

森林の環境価値を経済化する動きや、木材の新しい用途開発など、日

本林業の新しい可能性を拡げるニューフロンティアが注目されている。

また、森林を基盤とした「森業」と呼ばれる新しい産業の創出の動きもあ

り、林野庁は「森業振興室」を設置したところである。２０２６年度の研究

テーマは、「森林業のニューフロンティア」ということで、以下のことに

取り組む。 

 

１． 定例研究会  3ヶ月に１回程度開催 

２． 共同取材   年間テーマに基づいて年 1～２回実施 

３． 会報の発行  林政ジャーナルを年２回程度発行 

         紙による発行を廃止し、webによる発行とする。 

４． 幹事会    ３か月に１回程度開催（原則として第２水曜日） 

５． ホームページによる情報発信 



 

６． 事務局事務を（株）森未来に委託する。 

７． 「持続可能な森林経営のための勉強部屋」の研究活動との連携を 

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８． 収支予算 

 

 



 

第３号議案 役員の改選 

  

日本林政ジャーナリストの会 役員名簿（案） 

   幹事・会長      滑志田隆 

   幹事・副会長      鈴木敦子 

   監事          米倉久邦 

   幹事・事務局長     上河潔 

   幹事           石山幸男 

幹事          上松寛茂 

   幹事          今藤洋海 

幹事          海老沢秀夫 

   幹事          城戸檀 

   幹事          藤原敬 

幹事           上野司郎 

   幹事         塚田健太 

幹事           富山俊作 

   幹事           戸川覚 

   幹事         松尾一郎 （新） 



 

日本林政ジャーナリストの会会員名簿 （２０２６年５月１日現在） 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


